


























































































































































































































































IF 80 50 61 63
Io 　20　　　　　　　　　　　30
時　間（min）
第10図　螢光消光物質によるRbf．－IAA系の
　　　　光分解の阻害
　　一〇－　None　　－一ロー　KCNS
　　－×－　AL　A．　一△－　KI
40
消光作用を行なっているにもかかわらず阻害作用は全く
認められなかった。Braunerによれば、　AAは顕著な
阻害作用を行なうと報告しているが、筆者等の実験に於
いては、数回くりかえして実験を行なつたにもかかわら
ず、ほとんど阻害作用を認める事が出来なかった。
　考　　　察
　IAAの光分解に対する増感色素の螢光性を調査した。
その結果は、次の如く要約することができる。
　1）Rbf＊．，　Tpf．＊，　Ac．Y．＊との間の直接反応はない。
　このことは、それら色素の螢光が、IAAの添加によ
つて、消光作用を生じないことから明瞭である。
　2）IAAの光分解は螢光状態にある色素によって行
なわれる。
　1／1F～1／1s，1／k～1／1sの関係より1反応速度定数k
は、k。。IF。。Rbf．＊となり、螢光状態にある色素分子が
増感作用を行なっていることが明瞭である。
　3）螢光阻害物質とIAAの光分解との関係
　アスコルビン酸を除いて、KCNS，　KIのような螢光
阻害物質が、IAAの光分解を阻害することは、増感色
素による光分解反応が螢光状態によるという事実の裏付
けになる。（昭和33年日本化学会、第11年会にて発表）
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　次に螢光消光物質による螢光強度（IF）とpH及びそ
の阻害作用の有無を表にまとめてみると第2表が得られ
る。’ ｱの表からいつれの螢光消光物質も消光を行ってい
る。KI，　KCNSについては消光の害恰に比例して阻害
作用も強くなっている。A．A．はKI，　KCNSより強い
一一．－ P2一
